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新 年 の ご 挨 拶

性
化
し
、
益
々
隆
盛
発
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
本
会
の

会
員
数
も
増
加
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

さ
て
中
部
日
本
書
道
会
は
、
本
年
創
立

九
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
中
部
書
壇
を
牽

引
し
て
き
た
本
会
の
輝
か
し
い
歴
史
に
ふ

さ
わ
し
く
、
書
道
振
興
を
図
る
べ
く
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
ナ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
で
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
中
日
書
道
展
愛

知
県
美
術
館
会
場
で
の
特
別
展
観
と
席
上

揮
毫
会
の
開
催
、
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

発
行
な
ど
、
細
部
は
今
後
詰
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
書
を
広
い
世
代
で
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

企
画
委
員
・
事
務
局
一
同
一
致
結
束
し

て
事
業
の
遂
行
に
努
め
ま
す
が
、
こ
の
成

否
に
は
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
が
不
可
欠

で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
が
今
後
も
確
固
た

る
歩
み
を
継
続
で
き
ま
す
よ
う
に
、
皆
様

方
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
今
年
の

干
支
「
辰
」
は
竜
で
す
が
、
皆
様
方
の
ご

協
力
に
よ
り
竜
が
雲
や
翼
を
得
る
よ
う

に
、
飛
躍
の
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

益
々
の
ご
壮
健
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
稿
を
閉
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
決
意
を
新
た

に
令
和
六
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

旧
年
中
は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
、
ま
こ
と

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
中

日
書
道
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
ご
存
じ
の
通
り
、
今
年
は
中
日
書
道
会

の
創
立
九
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
年
が
、
本
会
お
よ
び
書
道
界
に
と
っ
て

充
実
と
発
展
の
年
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
末
の
「
国
内
十
大
ニ
ュ
ー

ス
」
に
、
愛
知
県
出
身
の
棋
士
藤
井
聡
太
さ
ん

の
「
八
冠
達
成
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
若

く
し
て
前
人
未
踏
の
タ
イ
ト
ル
独
占
を
成
し
遂

げ
、国
民
栄
誉
賞
も
受
賞
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

当
然
の
こ
と
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

実
は
私
は
、
藤
井
さ
ん
の
タ
イ
ト
ル
獲
得
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
「
書
」

に
つ
い
て
も
刮
目
し
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
機

会
に
色
紙
や
扇
面
に
揮
毫
す
る
藤
井
さ
ん

の
書
を
拝
見
し
て
き
て
、
こ
の
天
才
棋
士

の
中
の
純
粋
で
真
摯
な
人
間
性
に
触
れ
、

心
に
響
く
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。『
初

心
』『
清
新
』『
探
求
』『
果
断
』『
飛
翔
』

そ
し
て『
万
里
一
空
』『
雲
外
蒼
天
』な
ど
、

ひ
た
向
き
に
努
力
を
続
け
、
も
の
を
究
め

よ
う
と
す
る
思
い
が
見
事
に
表
白
さ
れ
た

書
と
言
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
几
帳
面
で
ま
っ
す
ぐ
な
そ
の

書
は
、決
し
て
習
熟
し
た
も
の
で
は
な
く
、

専
門
家
の
目
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
も

の
と
思
わ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
藤

井
さ
ん
自
身
も
書
を
習
っ
た
こ
と
が
な
い

と
語
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
十
代
で

棋
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
だ
二
十
一
歳
と
い

う
年
齢
で
、
伝
統
の
書
道
に
よ
っ
て
自
身

の
心
境
や
決
意
を
表
現
す
る
姿
勢
に
、
私

は
強
い
共
感
と
感
銘
を
受
け
る
の
で
す
。

い
ず
れ
時
期
が
来
て
、
藤
井
さ
ん
が
書

の
師
に
も
恵
ま
れ
本
格
的
に
書
作
を
す
る

こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
作
品
を

私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
全
盛
の
時
代
に
あ
っ
て
、
藤
井
さ
ん

の
書
が
、
こ
れ
か
ら
書
道
を
始
め
よ
う
と

す
る
若
者
た
ち
に
い
い
刺
激
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

令
和
六
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
て

お
り
ま
す
。

名
誉
会
長
　
神
田
真
秋

新
年
早
々
に
発
生
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に

は
大
変
驚
愕
し
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
被
害
の

状
況
に
大
自
然
の
不
条
理
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
支
援
と
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
、
甲
辰
（
き
の
え
・

た
つ
）
の
新
年
を
ご
壮
健
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

事
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
書
道
界
に
は
い
く
つ
か
の
慶
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
春
に
は
本
会
名
誉
会
長
代
行
樽
本
樹

邨
先
生
が
旭
日
小
授
章
を
ご
受
章
に
な
り
、
秋

に
は
他
団
体
の
先
生
で
す
が
、
井
茂
圭
洞
先
生
が

文
化
勲
章
を
ご
受
章
、
黒
田
賢
一
先
生
が
文
化

功
労
者
顕
彰
を
ご
受
彰
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

十
二
月
の
文
化
庁
文
化
審
議
会
無
形
文
化
遺
産
部

会
に
お
い
て
、「
書
道
」
が
本
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
の
提
案
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
、

二
〇
二
六
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登

録
審
議
が
な
さ
れ
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
慶
事
を
き
っ
か
け
に
、
書
道
界
全
体
が
活

理
事
長

伊
藤
仙
游

新 年 の ご 挨 拶
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中
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月
一
日
号
よ
り
転
載

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
は
十
一
月
七
日
（
火
）
か
ら

十
二
日
（
日
）
ま
で
の
六
日
間
の
開
催
。
名
誉
会
長
神
田
真

秋
先
生
の
額
作
品
「
一
歩
」
と
名
誉
会
長
代
行
樽
本
樹
邨
先

生
の
「
蘯
意
」
を
中
心
に
本
会
の
重
鎮
か
ら
書
の
愛
好
家
ま

で
二
一
九
点
（
書
の
匠
展
は
一
六
五
点
、
壽
書
展
は
五
十
四

点
）
を
電
気
文
化
会
館
西
・
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
程
好
く
陳
列

し
た
。
書
の
匠
展
は
常
任
顧
問
・
役
員
・
理
事
・
顧
問
・
参

与
・
評
議
員
と
続
き
、
そ
の
内
容
は
漢
字
・
か
な
・
篆
刻
・

近
代
詩
文
書
・
少
字
数
書
を
網
羅
し
、
熟
達
し
た
見
応
え
の

あ
る
作
品
の
数
々
で
鑑
賞
者
を
魅
了
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
日
新
聞
掲
載
の
記
事
で
は
「
多
彩
な
書
作
品
が
揃
い
、
近

代
詩
文
書
は
書
く
と
い
う
よ
り
は
描
く
と
い
う
表
現
が
当
て

は
ま
る
」
と
評
さ
れ
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
作
品
構
成
が
興

味
を
引
き
、
入
場
者
も
年
々
増
加
し
、
そ
の
認
知
度
も
増
し

た
。
ま
た
、
書
は
高
齢
者
に
と
っ
て
は
生
涯
学
習
で
あ
り
、

更
に
人
前
に
作
品
を
披
露
す
る
事
で
緊
張
感
と
期
待
感
が
増

し
、
壽
書
展
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
書
に
親
し
ん
で
お
ら
れ

る
方
々
に
は
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

第
四
回
書
の
匠
展
・
第
三
十
二
回
壽
書
展
を
終
え
て

第
二
事
業
部
長
　
馬
　
場
　
紀
　
行

壽展会場風景 賑いの書の匠展

第
四
回

第
四
回  

書
の
匠
展
・

書
の
匠
展
・
第
三
十
二
回

第
三
十
二
回  

壽
書
展

壽
書
展

名
誉
副
会
長

名
誉
副
会
長  

鬼
頭
翔
雲
先
生

鬼
頭
翔
雲
先
生
　
年
頭
所
感

　
年
頭
所
感
（
新
聞
掲
載
）

（
新
聞
掲
載
）

本
会
名
誉
会
長
代
行

樽
本
樹
邨
先
生

第
六
十
八
回

現
代
書
道
二
十
人
展 

ご
出
品

会　

期　

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日（
土
）～
二
月
四
日（
日
）

会　

場　

松
坂
屋
美
術
館
（
松
坂
屋
本
店
南
館
七
階
）
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令
和
五
年
十
月
十
五
日
（
日
）
国
際
セ
ン
タ
ー
五
階
第
一
会
議
室
に
於
い
て
第
三
十
五
回
書
道
教
育
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
五
名
の
受
講
者
が
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
長
時
間
、
熱
心
に
聴

講
と
実
技
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

初
め
に
副
理
事
長
の
岡
野
楠
亭
先
生
よ
り
遊
印
一
種
類
と
そ
の
用
法
に
つ
い
て
、
色
々
な
印
の
資
料
を

参
考
に
書
画
作
品
に
協
調
し
合
っ
て
作
品
を
高
め
る
用
い
方
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
髙
木
玄
齊
先
生
に
よ
る
『
書
い
て
み
よ
う
！
初
め
て
の
隷
書
』
と
題
し
、
実
技
指
導
を
頂
き
ま
し

た
。
中
国
書
道
史
の
変
遷
に
よ
る
隷
書
の
特
徴
や
書
体
を
図
解
で
詳
し
く
お
教
え
下
さ
い
ま
し
た
。
受
講

生
の
皆
さ
ん
が
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ま
れ
、
先
生
が
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
丁
寧
に
ご
指
導
さ
れ
て
い

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

午
後
一
時
半
か
ら
は
、
原
田
凍
谷
先
生
の
『
羊
毛
長
長
鋒
の
表
現
と
使
い
方
』
と
題
し
、
羊
毛
長
長
鋒

筆
の
い
ろ
い
ろ
な
書
き
方
や
面
白
さ
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
先
生
が
書
い
て
い
る
所
を
お
見
せ

下
さ
り
な
が
ら
、
受
講
生
も
一
緒
に
詩
文
を
楽
し
ん
で
書
く
と
い
う
方
法
で
、
楽
し
く
研
修
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
皆
様
に
配
布
し
ま
し
た
紙
は
、

本
部
で
用
意
さ
せ
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。
最
後
に
、
終
了
証
を
い
た
だ
き
研

修
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
来
年
も
書
道

教
育
研
修
会
に
多
く
の
方
が
お
越
し
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
準
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。横

井
宏
軒
副
理
事
長
は
じ
め
、
企
画

委
員
の
先
生
方
、
委
員
の
方
、
出
店
い

た
だ
き
ま
し
た
菊
屋
商
店
様
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
教
育
部
長
　
川
　
﨑
　
尚
　
麗

岡野楠亭副理事長書道講話

漢字講座風景近代詩文書講座風景

漢字講座　高木玄齊先生近代詩文書講座　原田凍谷先生

第
三
十
五
回
　
書
道
教
育
研
修
会
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十
一
月
十
二
日
（
日
）
名
古
屋
電
気
文
化
会
館

五
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
於
い
て
「
第
二
十
七
回

公
開
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
為
、
マ
ス
ク
着

用
を
お
願
い
し
た
上
で
六
十
八
名
（
会
員
五
十
四

名
、
会
員
外
十
四
名
）
の
参
加
者
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

伊
藤
仙
游
理
事
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
第
一

講
座
は
、
理
事
の
磯
谷
凄
聴
先
生
が
「
臨
書
を
楽

し
む
」
と
題
し
て
ご
自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

好
き
な
古
典
を
ひ
た
す
ら
新
し
い
発
見
が
あ
る
と

信
じ
て
練
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
下
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
半
紙
三
行
に
自
書
さ
れ
た
蘇

東
坡
、
米
芾
、
黄
庭
堅
の
臨
書
を
参
考
資
料
と
し

て
配
布
頂
き
、
更
に
先
生
の
作
品
制
作
動
画
も

ご
披
露
下
さ
り
、
受

講
者
の
皆
様
に
は
大

変
喜
ん
で
頂
け
ま
し

た
。第

二
講
座
は
、
顧

問
の
丹
羽
常
見
先
生

が
「
印
泥
の
扱
い
と

押
印
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
印
泥
は
使
う

度
に
練
り
混
ぜ
、
長

期
間
使
用
し
な
い
時

で
も
よ
り
良
い
状
態
を
保
つ
為
に
月
に
一
度
は
混

ぜ
る
こ
と
。
ま
た
、
印
面
は
紙
や
布
で
拭
き
取
る

の
で
は
な
く
歯
ブ
ラ
シ
に
粉
石
鹸
を
付
け
て
洗
う

こ
と
等
、
美
し
い
押
印
を
す
る
為
に
必
要
な
こ
と

を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
良
く
な
い
押

印
の
実
例
も
多
数
の
写
真
を
用
い
て
ご
説
明
頂
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
受
講
者
と
の
質
疑
応
答
も
あ

り
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
用
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
講
師
を
お
務
め
頂
き
ま
し
た
先
生
方
、
研

究
部
の
皆
様
、
並
び
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
受
講
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

�

（
文
責　

三
代
雄
峯
）

研
究
部
長
　
廣
　
澤
　
凌
　
舟

十
一
月
二
十
六
日
、
星
が
丘
ボ
ウ
ル
に
て
、
令

和
五
年
度
中
部
日
本
書
道
会
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル
閉

館
の
影
響
で
、
急
遽
予
定
日
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
為
、
支
部
の
行
事
な
ど
が
重
な
り
、
例
年

よ
り
参
加
者
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、

理
事
長　

伊
藤
仙
游
先
生
の
ご
挨
拶
、
副
理
事
長　

松
下
英
風
先
生
と
お
二
人
で
始
球
式
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
後
は
、
思
い
出
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
投

げ
納
め
に
と
参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
は
、
ス
ト
ラ

イ
ク
の
度
、
皆
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
り
、
ラ
イ
バ

ル
の
点
数
を
偵
察
、
冷
や
か
し
に
行
っ
た
り
と
、

大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
に
て
、
理
事

長　

伊
藤
仙
游
先
生
よ
り
成
績
上
位
者
へ
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
、
応
援
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
い
た
、
常
任
顧
問　

後
藤
汀
鶯
先

生
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
を
賜
り
、
終
始
和
や
か
に

懇
談
会
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
日
程
の
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
、
役
員
・
企
画
委
員
の
先
生
方
。

商
品
を
提
供
い
た
だ
い
た

協
賛
会
員
の
皆
様
。
そ
し

て
、
本
会
で
も
長
年
お
世

話
に
な
っ
た
星
が
丘
ボ
ウ

ル
様
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第 一講座　磯谷凄聴先生

第二講座　丹羽常見先生

伊藤理事長、松下副理事長始球式

星が丘ボウル最後の大会風景

男性　１位　鈴木淑久
　　　２位　岩﨑墨舟（HG賞）
　　　３位　林　柏堂
ブービー賞　松下英風

女性　１位　須田静波
　　　２位　土井祥泉（HG賞）
　　　３位　岡田愛子
ブービー賞　早川桃華

令
和
五
年
度 

第
二
十
七
回
　
書
の
魅
力 

公
開
講
座

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
終
え
て

会 員 交 流

厚
生
部
長
　
伊
　
藤
　
昌
　
園
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〈
入　

選
〉

　
　

�

愛
知
県��

家　

田　

馨　

子

後　

藤　

啓　

太

豊　

嶋　

青　

岑

赤　

堀　

正　

風

堀　

部　

保　

子

鈴　

木　

香　

鵬

馬　

場　

紀　

行

磯　

貝　

弘　

子

伊　

藤　

翠　

芳

佐
々
木　

宏　

潤

鈴　

木　

裕　

子

成　

田　

尚　

子

水　

野　

佑　

華

若　

杉　

美　

香

板　

倉　

恵　

子

衣　

川　

彰　

人

清　

木　

美
智
子

畑　
　
　

裕　

子

草　

野　

慧　

泉

水　

野　

峯　

翠

梶　

山　

盛　

涛

高　

桑　

嚴　

風

山　

際　

雲　

峰

石　

川　

明　

歩

今　

田　

昌　

宏

近　

藤　

芳　

玉

片　

岡　

秋　

華

石　

黒　

直　

子

◦
今　

井　

芝　

香

小　

坂　

克　

子

◦
内　

藤　

一　

翠

髙　

島　

濤　

翠

小
野
田　

美　

晴

田　

中　

幸　

江

村　

瀬　

俊　

彦

下　

村　

汀　

柳

香　

月　

久　

遠

神　

谷　

采　

邑

◦
犬　

塚　

玉　

陽

波　

切　

童　

州

◦
山　

﨑　

曲　

全

大　

池　

青　

岑

稲　

垣　

華　

扇

田　

中　

石　

雲

片　

山　

清　

洲

青　

木　

美　

洲

家　

田　

翠　

徑

近　

藤　

青　

洮

戸　

田　

青　

楓

永　

井　

友　

理

上
小
倉　

積　

山

高　

木　

紅　

舟

寺　

尾　

桑　

林

寺　

本　

陽　

春

宮　

田　

洋　

美

◦
後　

藤　

珠　

美

清　

水　

春　

蘭

塚　

田　

俊　

可

加　

藤　

紫　

雲

浅　

井　

祥　

舟

　
　

�

岐
阜
県��

林　
　
　

玲　

玉

吉　

澤　

有
岐
子

◦
青　

木　

榮　

俊

日
比
野　

妃　

扇

内　

田　

翠　

径

今　

田　

紅　

渓

長　

屋　

天　

虹

林　
　
　

春　

翠

鈴　

木　

史　

鳳

白　

木　

紫　

香

小　

島　

岐　

香

古　

田　

祥　

扇

　
　

�

三
重
県��

荒　

木　

敬　

子

荒　

木　

泉　

蓉

伊　

藤　

玉　

冰

岡　

野　

敬　

子

高　

橋　

華　

堂

中　

条　

彰　

山

山　

本　

雅　

月

佐
久
美　

泉　

涯

大　

嶋　

由
美
子

◦
松　

井　

秀　

峰

◦
松　

田　

典　

子

◦
水　

谷　

有　

志

永　

平　

巳
旺
子

　
　

�

埼
玉
県��

遠　

藤　

栄　

久

　
　

�

東
京
都��

長
谷
川　

鸞　

卿

〔
◦
印
は
初
入
選
〕

※�

掲
載
の
お
名
前
は
日
展

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
発
表
で

の
名
簿
順
と
な
り
ま
す

第
十
回
　
日
展
　
入
賞
・
入
選
者

団体署名実施協力中

令
和
五
年
度

�
理
事
会
・
評
議
員
会
・
講
演
会
の
ご
案
内

〈
予
　
定
〉

日　

時　

令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）

�

会　

場　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

第
四
回
理
事
会

�

時　

間　

十
四
時　
　
　

よ
り

第
一
回
評
議
員
会（
報
告
会
）

�

時　

間　

十
五
時
三
十
分
よ
り

講
　
演
　
会

�

時　

間　

十
六
時
三
十
分
よ
り

講　

師　

日
展
会
員　
（
彫
刻
）�

櫻
井
　
真
理 

氏

演　

題　
『
私
の
彫
刻
人
生
』

懇
　
談
　
会

�

時　

間　

十
八
時　
　
　

よ
り
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十
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中
日
書
道
展
出
品
案
内
（
予
定
）
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創
立
九
十
周
年
記
念
　
第
七
十
三
回
　
中
日
書
道
展
作
品
展
示
会
場
お
よ
び
会
期
（
予
定
）
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募
金
参
加
者
ご
芳
名

岡
野　

楠
亭

加
藤　
　

裕

松
下　

英
風

横
井　

宏
軒

天
野　

白
雲

磯
谷　

凄
聴

伊
藤　

小
游

岩
田　

澗
流

大
池　

青
岑

大
木　

青
嵐

尾
嵜　

紫
光

加
藤　

矢
舟

上
小
倉
積
山

神
谷　

光
園

川
合　

玄
鳳

神
田　

真
秋

樽
本　

樹
邨

安
藤　

滴
水

鬼
頭　

翔
雲

伊
藤　

仙
游

中 日 新 聞 社 会 事 業 団 に
東海テレビ福祉文化事業団に
各支部より各県の中日新聞にて

140万円
100万円
80万円

寄託
寄託
寄託

2023年2023年　　

チャリティー愛の募金チャリティー愛の募金

会員の皆様の温かいお心に感謝いたします。

川
﨑　

尚
麗

後
藤　

啓
太

佐
野　

翠
峰

髙
木　

玄
齊

武
内　

峰
敏

柘　
　

英
峰

中
林　
　

景

波
切　

童
州

原
田　

凍
谷

広
井　

秀
琳

廣
澤　

凌
舟

古
川　

昇
史

水
野　

峯
翠

村
瀬　

俊
彦

山
中　

桂
山

山
本　

雅
月

遠
藤　

栄
久

田
中　

石
雲

村
上　

史
麗

安
藤　

秀
川

伊
藤　

昌
石

梶
山　

夏
舟

加
藤　

子
華

黒
田　

玄
夏

後
藤　

汀
鶯

中
林　

蕗
風

早
川　

泰
山

松
永　

清
石

伊
藤　

暁
嶺

井
野　

吟
紅

今
井　

仙
童

上
田　

賦
草

落
合　

深
淵

片
山　

清
洲

木
戸　

竹
葉

工
藤　

俊
朴

権
田　

穂
園

近
藤　

素
光

髙
橋　

秀
箭

武
山　

翠
屋

田
中　

白
雲

津
田　

秋
月

坪
井　

景
照

富
田　

栄
楽

中
野　

玉
英

中
村　

秀
峰

中
村　

立
強

丹
羽　

常
見

長
谷
部
青
徑

堀
場　

図
南

松
浦　

華
苑

水
谷　

海
越

村
田　

華
穂

森　
　

清
暉

山
内　

江
鶴

山
際　

雲
峰

横
山　

夕
葉

片
岡　

秋
華

柴
田　

秋
水

杉
江　

秀
城

杉
坂　

育
子

鈴
木　

瑞
象

高
須　

大
河

稗
田　

美
苑

本
間　

翠
眉

簗
瀬　

舟
香

相
川　

千
涯

相
崎　

紫
憬

青
木　

榮
俊

赤
堀　

正
風

秋
松　

秀
玲

浅
井　

径
桜

浅
井　

紅
鶴

浅
井　

紫
泉

浅
井　

紫
峰

浅
井　

祥
舟

浅
井　

禎
香

浅
井　

明
奈

朝
井　

美
玲

浅
野　

春
陽

浅
野　

芳
柳

朝
比
奈
祥
鳳

安
達　

柏
亭

阿
部　

舟
花

阿
部　

牧
香

天
野　

月
清

天
野　

梢
華

荒
川　

清
香

荒
川　

璃
華

荒
木　

泉
蓉

荒
木　

素
園

荒
木　

友
梅

安
藤　

佳
舟

安
藤　

清
香

安
藤　

静
歩

安
藤　

蘇
道

飯
田　

瑤
華

家
田　

馨
子

猪
飼　

閑
雲

生
田　

浪
華

伊
佐
治
祥
雲

石
井　

小
湖

石
井　

瑞
鶴

石
上　

桃
李

石
川　

瑞
祥

石
川　

瑞
峰

石
川　

明
歩

石
黒　

直
子

石
黒　

柏
葉

石
澤　

玉
翠

石
田　

雙
碩

石
田　

三
喜

石
塚　

弘
子

石
塚
美
根
子

石
原　

清
至

石
原　

聲
風

泉　
　

好
子

磯
貝　

弘
子

市
川　

嶺
華

市
橋　

蒼
流

市
橋　

文
親

伊
藤　

綾
華

伊
藤　

和
代

伊
藤　

杏
崋

伊
藤　

恭
子

伊
藤　

吟
雪

伊
藤　

谿
石

伊
藤　

紅
玉

伊
藤　

紅
樹

伊
藤　

江
麗

伊
藤　

春
瑶

伊
藤　

昌
園

伊
藤　

昌
郷

伊
藤　

新
川

伊
藤　

真
葉

伊
藤　

翠
香

伊
藤　

翠
芳

伊
藤　

静
雅

伊
藤　

静
香

伊
藤　

静
春

伊
藤　

草
華

伊
藤　

艸
亭

伊
藤　

美
扇

伊
藤　

美
泉

伊
藤　

美
泉

伊
藤　

文
惠

伊
藤　

芳
華

伊
藤　

芳
香

伊
奈　

美
峰

稲
垣　

京
子

稲
垣　

紅
春

稲
垣　

竹
徑

犬
飼　

春
灯

犬
塚　

玉
陽

井
野　

華
水

井
上　

香
苑

井
上　

紫
水

井
上　

貴
文

井
深　

春
扇

今
井　

恭
子

今
井　

芝
香

今
井　

春
陽

今
枝　

節
峰

今
田　

紅
溪

今
村　

寿
鴻

井
村　

耕
心

入
谷　

霞
流

岩
井　

榮
華

岩
城
み
つ
代

岩
崎　

史
萌

岩
瀬　

臘
月

岩
田　

浩
泉

岩
田　

緑
汀

植
田　

秀
穂

上
田　

青
香

上
野　

明
美

上
前　

総
子

鵜
飼　

冠
山

鵜
飼　

清
波

鵜
飼　

能
勢

宇
佐
美
匠
香

牛
田　

美
泉

内
川　

昌
子

内
田　

翠
径

内
田　

勢
潭

内
出　

紅
華

内
本　

久
園

内
山　

紫
泉

宇
野　

光
峰

梅
田　

楊
華

梅
村　

鴬
谷

梅
村　

彩
香

江
川　

翠
苑

江
口　

清
翠

江
口　

大
濤

榎
本　

照
乃

遠
藤　

紫
香

遠
藤　

紫
聖

塩
谷　

秀
蘭

大
鐘　

紫
陽

大
上　

憧
花

中日新聞 2023.12.16 ㈯



中 日 会 報令和６年１月１日 第 211 号�9

大
川　

澄
泉

大
河
戸
柳
光

大
﨑　

水
愁

大
鹿　

珠
翠

大
嶋
由
美
子

大
曽
根
弘
風

太
田　

佳
香

太
田　

紫
翠

太
田　

浄
泉

太
田　

由
香

太
田　

葉
子

大
竹　

玄
友

大
谷　

素
子

大
塚　

窓
月

大
塚　

裕
子

大
野　

樹
抱

大
野　

蘭
香

大
場　

敏
充

大
橋　

一
氏

大
橋　

幽
徑

大
畑　

麦
川

大
森　

香
鶴

小
笠
原
青
華

岡
田　

愛
子

岡
田　

恵
香

緒
方　

津
苑

岡
田　

麗
峰

岡
地　

紅
華

岡
野　

敬
子

岡
本　

桃
香

小
川　

琴
風

奥
田　

蘭
庭

奥
村　

三
葉

奥
村　

順
子

奥
村　

碧
洋

長
田　

裕
華

長
村　

子
鴻

小
澤　

佳
路

尾
関　

楊
花

落
合　

玉
泉

小
野　

蹊
泉

尾
之
内
柳
雪

小
野
田
晃
志

小
野
田
美
晴

貝
沼　

春
雨

鏡　
　

千
裕

加
古　

松
泉

加
古　

伃
春

籠
瀬　

提
花

梶
山　

盛
涛

片
岡　

蘭
芳

片
桐
千
賀
子

片
原　

秀
園

加
地　

孤
握

加
藤　

永
樵

加
藤　

杏
華

加
藤　

玉
華

加
藤　

月
苑

加
藤　

光
月

加
藤　

紅
泉

加
藤　

秀
慧

加
藤　

松
雲

加
藤　

翠
林

加
藤　

夕
堤

加
藤　

艸
舟

加
藤　

博
子

加
藤　

碧
涛

加
藤　

芳
恵

金
澤　

秀
鴛

可
児　

長
望

金
丸　

翠
石

加
納　

玉
珠

鎌
倉　

彩
風

神
谷　

采
邑

神
谷　

松
扇

亀
井　

小
琴

苅
田　

遵
松

川
合　

採
星

河
合　

酔
光

川
浦　

碧
濤

川
口　

紫
泉

河
口　

霄
華

川
口　

由
美

川
崎　

清
吟

河
田　

聖
翠

川
出　

泉
麗

河
原
﨑
坡
青

河
村　

喜
汀

川
本　

赫
汀

川
本　

大
幽

神
田　

閨
秀

木
澤　

麗
川

岸
田　

松
峰

木
島　

静
月

北
川　

爽
風

北
野　

春
艸

北
村　

光
苑

衣
川　

彰
人

木
村　

霞
月

木
村　

明
峰

久
徳　

蓬
香

清
沢　

華
舟

日
下
部
み
ゆ
き

艸
田　

洋
子

草
野　

慧
泉

葛
谷　

恵
園

工
藤　

玉
州

工
藤　

子
鴎

國
島　

英
華

久
野　

天
山

倉
内　

秀
佳

倉
科　

清
怜

倉
田　

珪
延

倉
田　

瀞
碧

倉
田　

朝
華

倉
知　

葉
舟

倉
橋　

華
仙

倉
橋　

高
堂

倉
橋　

松
容

栗
本　

珠
路

厨　
　

柳
青

榑
林　

春
翠

黒
川　

鵬
霄

黒
田　

寿
水

黒
野　

芝
香

黒
柳　

景
光

小
池　

玲
翠

小
宇
佐
久
美

甲
谷
富
美
子

河
村　

黄
園

香
村　

孤
竹

小
坂　

克
子

小
島　

岐
香

小
嶋　

真
海

小
島　

瑞
月

小
島　

瑞
香

小
島　

雪
舟

小
嶋　

千
翠

小
島　

初
美

小
島　

泰
子

小
谷　

春
苑

小
塚　

珠
香

小
塚　

珠
香

古
塚　

璃
幸

小
寺　

彩
恵

後
藤　

光
飛

後
藤　

春
洋

後
藤　

松
烟

後
藤　

蘇
月

小
林　

玉
芙

小
林　

恵
風

小
林　

祥
鶴

近
藤　

翠
嶺

近
藤　

星
崖

近
藤　

晴
翠

近
藤　

青
洮

近
藤　

延
子

近
藤　

梅
鶯

近
藤　

芳
玉

近
藤　

由
果

近
藤
由
紀
枝

齋
藤　

禹
月

齋
藤　

芝
香

斉
藤　

千
秋

酒
井　

光
華

坂
井　

香
泉

酒
井　

青
桐

酒
井　

悠
泉

酒
井　

麗
月

桜
井　

和
香

櫻
木　

吟
對

桜
場　

龍
峰

佐
々
木
雅
風

佐
々
木
宏
潤

佐
々
木
見
枝
子

笹
本　

汀
風

笹
本　

都
和

佐
藤　

悦
子

佐
藤　

寛
山

佐
藤　

水
香

佐
藤　

桑
碩

真
田　

九
龍

沢
井　

鴻
風

三
田　

蕉
葉

三
間　

恵
翠

式
守　

白
萩

篠
田　

祥
濤

篠
田　

瑞
芳

柴
田　

厚
実

柴
田　

華
逕

柴
間　

秀
瑤

澁
谷　

鳴
風

島
田　

楓
林

志
水　

玉
華

志
水　

憬
堂

清
水　

好
流

清
水　

春
蘭

清
水　

翠
芳

清
水　

澄
園

清
水　

流
香

志
村　

舟
泉

志
村　

峯
遠

下
村　

繋
舟

下
村　

汀
柳

東
海
林
蕗
子

白
井　

景
星

白
井
美
喜
子

白
木　

紫
香

白
栁
ゆ
か
り

新
海　

峰
永

菅
沼　

貴
香

杉
浦　

薫
水

杉
浦　

琇
鈴

杉
浦　

仁
美

杉
浦　

遙
岑

杉
江　

花
城

杉
田　

節
子

杉
本　

扇
鈴

杉
山　

瓊
川

鈴
木　
　

愛

鈴
木　

雲
峰

鈴
木　

花
園

鈴
木　

華
瑶

鈴
木　

京
楓

鈴
木　

香
萩

鈴
木　

香
鵬

鈴
木　

紅
瑤

鈴
木　

史
鳳

鈴
木　

松
厓

鈴
木　

静
香

鈴
木　

石
城

鈴
木　

千
恵

鈴
木　

凍
山

鈴
木　

美
月

鈴
木　

美
豊

鈴
木
美
都
子

鈴
木　

容
華

鈴
木　

蘭
峰

須
田　

静
波

清
木
美
智
子

関
戸　

海
越

関
根　

玉
翠

関
谷　

蒼
玄

瀬
古　

麗
峰

世
古
口
玉
扇

世
古
口
大
虚

仙
石　

祥
香

平　
　

冨
耀

高
井　

香
園

高
井　

東
里

高
木　

愛
子

髙
木　

紅
舟

髙
木　

光
風

髙
木　

紫
光

高
木　

清
雲

高
桑　

嚴
風

髙
島　

濤
翠

髙
田　

香
坡

髙
根　

桂
祥

高
橋　

花
柊

高
橋　

華
堂

高
橋　

寿
香

高
橋　

栖
雲

高
橋　

竹
香

高
橋　

白
羊

髙
松　

彩
月

髙
松　

秀
翠

滝　
　

白
雅

滝
本　

白
峰

田
口　

勢
望

竹
内　

紫
燕

竹
内　

春
翠

竹
内　

清
泉

竹
内　

友
康

竹
内　

南
里

竹
内　

梅
泉

武
内　

幽
汀

竹
内　

由
美

武
田　

優
璽

武
野　

桂
華

武
山　

朝
路

武
山　

春
陽

田
島　

不
染

田
代　

春
苑

田
代　

青
穂

舘　
　

由
津

楯　
　

青
萠

楯　
　

芳
琴

田
中　

光
穂

田
中　

幸
江

田
中　

修
文

田
中　

春
華

田
中　

祥
雲

田
中　

尚
秀

田
中　

千
翠

田
中　

美
香

田
中　

雅
子

谷　
　

鴻
風

谷　
　

泉
石

谷
利　

紫
鳳

谷
口　

琇
苑

谷
口　

大
観

玉
樹　

栄
香

田
村　

泉
舟

〈
一
宮
支
部
〉

令
和
五
年
十
二
月
四
日
㈪

　

中
日
新
聞
一
宮
総
局
へ
村

上
史
麗
支
部
長
と
吉
田
桃
花

支
部
次
長
が
訪
問
し
、
中
日

新
聞
社
会
事
業
団
の
「
年
末

助
け
合
い
運
動
」
に
と
一
宮

総
局
長　

渡
部　

圭
氏
に
十

万
円
を
寄
託
し
た
。
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千
葉　

晨
翠

中
条　

彰
山

塚
田　

俊
可

塚
本　

桃
里

築
山
み
な
み

土
川　

青
翆

土
屋　

香
風

土
屋　

春
聲

都
築　

心
扇

堤　
　

光
星

坪
井　

白
汀

勅
使
河
原
恵
翠

寺
尾　

桑
林

寺
岡　

春
蘭

寺
島　

春
恵

寺
西　

智
鵷

寺
本　

陽
春

藤
堂　

弘
風

鴇
澤　

澄
江

戸
崎　

翠
虹

戸
田　

青
楓

戸
松　

香
苑

戸
松　

紅
翠

富
田　

蘭
月

外
山　

悠
汀

鳥
居　

竹
泉

鳥
居　

柳
城

内
藤　

春
翠

中
井　

港
星

永
井　

青
楓

永
井　

友
理

中
尾　

芝
菜

中
川　

貴
舟

中
川　

翔
鶴

中
川　

瑞
玉

中
川　

瑞
風

中
川　

星
光

中
川　

麗
香

長
崎　

成
秀

長
島　

佳
伯

中
島　

祥
園

中
島
祐
三
子

永
瀬　

紅
蘭

永
瀬　

珠
香

永
田　

美
幸

中
田　

和
香

永
谷
加
代
子

永
谷　

恵
子

中
西　

笙
月

中
西　

草
城

中
野
世
津
香

永
平
巳
旺
子

中
村　

和
則

中
村　

翠
雲

中
村　

清
園

中
村　

青
煽

中
村　

曽
南

長
屋　

天
虹

中
山　

芳
泉

成
田　

尚
子

新
美　

秋
鳳

新
美　

珠
光

新
山　

翠
香

西　
　

恵
香

西
尾　

雅
子

西
垣　

美
茜

西
垣　

梨
雪

西
田　

康
華

西
村　

松
花

仁
田
脇
京
華

丹
羽　

春
蘭

丹
羽　

清
郷

丹
羽　

茜
麗

丹
羽　

峰
仙

丹
羽　
　

裕

丹
羽　

藍
水

根
津　

郷
巴

根
谷　

捷
子

野
杁　

怜
光

野
口　

志
園

野
田　

佳
楊

野
田　

虹
園

野
中　

曽
川

野
々
村
宜
子

野
村　

暁
峰

野
村　

清
涼

野
村　

揚
月

則
武　
　

穹

萩
野　

琴
苑

萩
原　

祐
子

橋
詰　

桃
邨

羽
柴　

苔
谷

橋
本　

成
良

長
谷
川
華
香

長
谷
川
春
香

長
谷
川
眞
山

長
谷
川
翠
流

長
谷
川
鸞
卿

秦　
　

雪
暎

畑　
　

裕
子

服
部　

華
泉

服
部　

春
逕

服
部　

瑞
花

服
部　

蘇
華

服
部
美
枝
子

花
井　

清
水

花
井　

蘭
徑

羽
根　

寿
子

早
川　

和
子

早
川　

緑
園

林　
　

華
泉

林　
　

紫
香

林　
　

春
翠

林　
　

大
樹

林　
　

天
翔

林　
　

柏
堂

林　
　

由
美

林　
　

玲
玉

林
田　

虎
峰

早
野　

江
郷

原　
　

霞
扇

原
賀　

瑞
芳

原
田　

圭
竹

原
田　

清
尚

坂　
　

九
瑢

半
田　

博
子

阪
野　

小
波

坂
野　

渚
月

坂
野　

竹
童

日
江
井
芝
香

日
比　

京
馨

日
比
野
寿
翠

日
比
野
妃
扇

平
井　

華
泉

平
井
三
千
代

平
岩　

美
風

平
野　

公
鶴

平
野　

公
慎

平
野　

芳
碩

平
松　

圭
鳳

平
松　

心
華

平
光　

朱
扇

廣
澤　

光
雪

広
田　

陽
水

深
井　

尚
子

深
田　

芳
香

深
津　

洋
子

深
谷　

恵
庭

深
谷　

紅
蘭

福
井　

笙
燿

福
岡　

林
泉

福
島　

有
何

福
田　

徑
揚

福
谷　

紅
華

福
西　

史
呂

藤
井　

和
彦

藤
澤　

暎
秀

藤
田　

寒
樹

藤
村　

真
徳

藤
原　

清
泉

夫
馬　

春
園

古
川　

侃
司

古
田　

祥
扇

古
山　

玉
扇

堀
田　

恵
香

堀
田　
　

花

堀　
　

穂
慧

堀　
　

梅
肇

堀
田　

孝
子

堀
部　

保
子

堀
部　

悠
華

本
田　

煌
雲

前
田
千
登
世

牧　
　

仙
岳

牧
野　

瑞
葉

増
田　

春
暉

増
田　

蘭
苑

松
井
香
代
子

松
井　

秀
峰

松
井　

秀
麗

松
崎　

朱
實

松
崎　

青
漣

松
佐
古
溪
水

松
澤　

昂
永

松
下　

鶴
苑

松
下　

聖
心

松
下　

三
雪

松
田　

秋
芳

松
田　

樹
幹

松
田　

穂
嬋

松
永　

秋
花

松
野
下
華
清

松
元　

彩
華

丸
山　

聖
峰

三
上　

啓
鳳

見
神　

恵
峰

美
希　

昌
風

三
島　

濟
美

三
代　

雄
峯

水
田　

珪
華

水
田　

美
泉

水
谷　

玉
汀

水
谷　

天
風

水
野　

清
花

水
野
名
旺
子

水
野
美
保
子

溝
口　

子
静

溝
口　

純
華

溝
口　

渺
然

光
澤　

閑
石

皆
川　

嗣
恵

三
野
島
凌
雲

美
濃
羽
城
開

宮　
　

希
蓉

宮
崎　

弘
園

宮
田　

清
風

宮
田　

洋
美

三
輪　

三
麗

三
輪
田
香
苑

向
山　

青
泉

村
井　

康
山

村
上　

美
楓

村
上　

薫
仍

村
瀬　

季
舟

村
瀬　

竹
風

村
田　

華
雪

村
田　

華
泉

村
田　

光
柊

村
田　

籬
香

村
松　

紫
雲

毛
利　

暁
草

毛
利　

恵
風

望
月　

希
彩

元
橋　

逸
舟

物
部　

浩
子

桃
井　

祥
谷

森　
　

環
翠

森　
　

絹
泉

森　
　

翠
葉

森　
　

冬
華

森　
　

政
子

森　
　

林
華

森
下　

久
美

守
永　

藍
麗

森
本　

夏
溪

森
山　

渓
花

八
木　

彩
花

矢
島　

潮
香

安
田　

彩
霞

安
田　

翠
嵐

安
田　

雪
篁

矢
田　

紀
香

矢
田
部
琴
舟

山
内　

香
霖

山
内　

窓
楓

山
川　

昌
泉

山
川　

孝
子

山
岸　

邦
山

山
口　

蕙
世

山
口　

如
泉

山
口　

竹
汀

山
口　

裕
子

山
口　

幸
子

山
口　

律
舟

山
﨑　

曲
全

山
﨑　

紅
影

山
﨑　

富
泉

山
田　

海
石

山
田　

杏
華

山
田　

紅
照

山
田　

秀
讌

山
田　

青
舫

山
田　

蹋
雲

山
田　

白
陽

山
田　

正
代

山
田　

有
華

山
田　

流
芳

山
本　

香
川

山
本　

史
鳳

山
本　

小
谿

山
脇　

三
枝

𢎭　
　

舟
紅

横
井　

静
嘉

吉
川　

清
軒

吉
川　

桃
華

吉
澤　

劉
石

吉
田　

香
雪

吉
田　

江
楓

〈
半
田
支
部
〉

　

令
和
五
年
十
二
月
十
一
日
㈪
午
後
、
㈱
中

日
新
聞
社
半
田
支
局
を
杉
江
花
城
支
部
長
、

江
川
翠
苑
支
部
次
長
の
二
名
で
訪
問
し
、
加

藤
半
田
支
局
長
に
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募

金
」
十
万
円
を
寄
託
し
て
来
ま
し
た
。
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吉
田　

清
城

吉
田　

聖
汀

吉
田　

桃
花

吉
田　

美
影

吉
原　

愛
璃

吉
村　

和
子

吉
村　

美
雪

吉
村　

峰
燕

米
田　

厓
陽

若
杉　

美
香

若
林　

春
麗

若
山　

峰
澐

鷲
津　

岱
嶺

鷲
野　

紫
篁

和
田　

玉
繡

渡
辺　

鶴
山

渡
辺　

慶
心

渡
辺　

月
潭

渡
邉　

香
蘭

渡
辺
悠
記
子

相
崎　

実
桜

愛
澤　

珠
翠

青
木　

美
洲

青
木　

来
夢

青
木　

和
馨

青
山　

和
生

青
山　

佳
白

縣　
　

欣
司

浅
井　

柚
衣

浅
川　

都
鸞

浅
野　

清
澄

浅
野　

揺
草

東　
　

瑶
琴

阿
部　

光
泉

阿
部
ひ
ろ
み

天
野　

博
子

新
井　

翠
眉

新
井
ひ
ろ
子

荒
井　

游
舟

荒
川　

白
扇

荒
木　

桃
花

安
藤　

香
波

安
藤
早
百
合

安
藤　

秀
苑

安
藤　

昭
亭

安
藤　

範
香

安
藤　

美
恵

安
藤　

幸
恵

伊
神　

薪
水

池
上　
　

創

池
阪　

圭
月

池
田　

絹
子

井
桁　

翠
咲

石
川
栄
利
子

石
川　

加
翠

石
川　

彩
香

石
川　

桃
露

石
川　

鳴
洲

石
川　

恵
美

石
川
裕
里
加

石
川　

玲
香

石
川　

麗
香

石
黒　

真
泉

石
田　

茜
華

石
田　

李
舟

石
原　

宗
久

石
原　

久
義

磯
貝　

碧
雲

磯
貝
み
え
子

磯
谷　

明
舟

五
十
川
朱
翆

磯
部　

玉
蘭

板
倉　

香
淵

板
倉　

虹
華

市
川　

兼
正

一
柳　

純
子

井
出　

陽
子

伊
藤　

文
野

伊
藤　

英
美

伊
藤　

凰
珠

伊
藤　

惠
子

伊
藤　

紅
彩

伊
藤　

鴻
仁

伊
藤　
　

茂

伊
藤　

紫
鳳

伊
藤　

秀
英

伊
藤　

祥
子

伊
藤　

青
慶

伊
藤　

爲
廣

伊
藤　

紀
子

伊
藤　

久
子

伊
藤　

美
扇

伊
藤
ひ
と
み

伊
藤　

雛
子

伊
藤　

弥
生

伊
藤　

蘭
徑

伊
藤　

蘭
香

伊
藤　

蘭
香

稲
垣　

輝
彩

稲
垣　

喜
由

稲
垣　

舞
夏

稲
垣　

嘉
雅

稲
垣
流
美
子

稲
田　

清
婉

稲
葉　

翠
泉

稲
村　

洋
春

稲
吉　

邦
子

稲
吉
小
夜
子

犬
飼　

清
真

犬
塚　

八
重

井
上
三
保
子

井
上　

ゆ
い

伊
吹　

紅
鳳

今
井　

金
子

今
西　

道
子

今
村　

禎
邨

井
本　

千
游

岩
崎　

翠
風

岩
瀬　

祥
苑

岩
瀬　

房
子

岩
田　

永
慎

岩
田　

香
翠

岩
田　

寿
泉

岩
田　

純
子

岩
場　

恵
子

岩
本　

麗
泉

上
嶌　

杏
苑

上
田　

馨
星

上
田　

清
楓

上
松　

晨
陽

上
村　

寿
子

鵜
飼　

水
影

宇
佐
美
待
月

牛
田　

光
星

臼
井　

桃
園

内
田　

皐
月

内
山　

雅
舟

宇
都
野
美
代
子

釆
女　

紅
楓

宇
野　

央
子

馬
場　

春
蘭

梅
村　

香
苑

江
口　

幽
岳

江
﨑
婦
沙
子

榎
田　

瓊
翠

榎
本　

翠
峰

江
端　

穂
香

大
石　

窓
雪

大
鐘
智
芙
未

大
久
保
春
鼎

大
河
内
淳
風

大
澤　

浩
子

太
田　

紫
玉

太
田　

紫
紅

太
田　

翠
香

太
田　

美
楓

大
嶽　

旭
華

大
武　

英
子

大
谷　

蕙
苑

大
塚　

菖
苑

大
西　

影
慕

大
野　

紀
舟

大
野　

光
葉

大
野　
　

彩

大
林　

霞
風

大
平　

貴
子

大
村　

瑞
苑

大
矢　

大
月

大
山　

直
美

岡　
　

幸
秀

岡
崎　

真
理

岡
島　

淡
雪

岡
田　

洋
美

岡
田　

容
子

岡
戸　

保
子

岡
本　

芝
苑

岡
本　

裕
鼎

小
川　

敦
子

小
川　

香
風

小
川　

順
子

小
川　

澄
光

小
川
真
由
美

小
川　

裕
子

小
川　

蕗
桜

荻
野　

玉
堂

奥
田　

桃
里

奥
野　

鶴
扇

奥
村
恵
美
子

奥
山
八
重
子

小
倉　

壽
子

尾
崎　

涼
舟

納
村　

翆
玉

小
澤　

翠
嵐

尾
関　

明
美

小
田　

哲
廣

落
合
八
代
栄

鬼
塚　

佳
香

中日新聞 2023.12.7 ㈭

中日新聞 2023.12.6 ㈬

〈
東
三
河
支
部
〉

〈
西
三
河
支
部
〉
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尾
野　

聴
石

加
古　

寅
起

笠
松　

紫
芳

梶
川
美
穂
子

春
日
井
静
月

糟
谷　

永
子

片
岡　

桂
苑

片
岡　

木
蘭

香
月　

久
遠

加
藤　

生
子

加
藤　

華
容

加
藤　

喜
峰

加
藤　

珪
風

加
藤　

紫
雲

加
藤　

春
渓

加
藤　

昭
蘭

加
藤　

千
冬

加
藤　

蒼
琅

加
藤　

大
然

加
藤　

孝
子

加
藤　

照
代

加
藤　

桃
徑

加
藤
登
紀
子

加
藤　

眉
翠

加
藤　

浩
子

加
藤　

芳
司

金
倉
あ
ゆ
み

神
村　

瑶
春

神
谷　

幸
穂

神
谷　

芳
翠

苅
谷　

有
美

河
合　

恵
萌

河
合　

秀
苑

川
合　

碩
山

河
合　

澄
香

川
北　

博
子

川
口　

花
園

川
瀬　

実
咲

河
出　

長
女

河
村　

紫
夙

河
村　

典
子

河
村　

雄
鳳

河
村　

友
紀

川
村
有
紀
奈

川
本　

青
柊

川
本　

俊
子

神
田　

真
珠

神
戸　

春
谷

神
戸　

笙
詩

貴
島　

小
舟

木
島　

美
翔

北
村　

玉
凰

木
野
瀬
陽
光

木
村　

輝
扇

木
村　

香
葉

木
村　

和
象

金
原　

恭
江

久
世
た
か
子

沓
名　

典
子

國
廣　

寿
仙

久
野　

生
麗

久
野　

哲
仙

久
保
田
香
穂

久
保
山
碧
楓

熊
谷　

弦
謡

熊
﨑　

香
苑

久
米　

水
聲

栗
木　

美
楓

栗
山　

幽
香

黒
栁　

真
実

小
出　

和
香

甲
谷　

千
樹

鴻
巣　

玉
兔

古
賀
野
五
耀

小
坂　

仁
子

小
澤　

松
煙

小
島　

華
扇

小
島　

湖
山

小
島　

静
珠

小
島　

大
立

児
玉　

峰
月

後
藤　

智
明

後
藤　

柳
月

小
早
川
恵
祥

小
林　

洋
子

小
松　

月
泉

小
松　

翠
篁

小
牟
禮
優
美
英

子
安　

杏
庭

古
家
野
弥
生

小
山　

峯
雲

近
藤　

明
彦

近
藤　

香
月

近
藤　

嘉
江

近
藤　

玲
翠

斎
藤　

矧
川

榊
原　

観
峰

榊
原　

洸
苑

坂
口　

丹
華

阪
田　

華
香

佐
久
間
汀
翠

桜
井　

花
淞

酒
向
美
恵
子

佐
々
木
映
雪

佐
々
木
博
山

笹
本　

菜
月

笹
山
万
喜
子

佐
藤　

恵
園

佐
藤　

惠
順

佐
藤　

幸
泉

佐
藤　

紅
蘭

佐
藤　

彩
柳

佐
藤　

青
葩

佐
藤　

敬
顕

佐
藤　

桃
華

佐
藤　

典
子

佐
橋　

爽
翠

佐
橋　

美
風

澤
田　

青
草

澤
田　

麗
香

三
野
美
恵
子

塩
野
谷
厚
志

志
賀　

禾
州

志
津
野
穂
夏

篠
﨑　

芳
園

篠
田　

仰
信

篠
原　

久
祥

柴
田
惠
美
子

柴
田　

恵
子

柴
田
真
由
美

澁
谷　

弘
峯

島
戸　

香
蘭

清
水　

省
子

清
水　

水
僊

清
水　

由
美

志
村　

玲
香

下
村　

佳
風

正
德　

李
泉

庄
野　

照
香

白
井　

美
翠

白
川　

眞
弓

陣
内　

華
苑

杉
浦　

悦
子

杉
浦　

幸
子

杉
浦　

直
照

杉
浦　

純
子

杉
浦　

芳
純

杉
田　

樹
石

杉
本　

和
代

杉
本　

錦
楊

杉
山　

恵
子

杉
山
千
鶴
子

杉
山　

秀
夫

杉
山　

洋
子

杉
山　

里
英

鈴
木　

和
代

鈴
木　

京
子

鈴
木　

香
葉

鈴
木　

青
華

鈴
木　

夏
代

鈴
木　

誠
人

鈴
木　

明
蓬

鈴
木　

藍
光

鈴
村　

姫
泉

須
田　

白
城

隅
田　

玉
枝

関
村　

吟
香

瀬
古　

光
代

瀬
邉　

風
馬

千
田　

光
麗

曽
根　

精
華

高
木
由
紀
江

髙
津　

朱
美

高
槻　

和
子

髙
橋
千
代
子

髙
橋　

麗
水

髙
山
さ
ち
子

滝
本　

柳
烟

竹
内　

重
則

竹
内　

深
風

竹
内　

敏
夫

竹
下　

正
樹

竹
本　

景
鳳

田
澤　

扇
華

帯
刀　

溪
石

田
中　

桜
花

田
中　

彩
鵬

棚
橋　

紅
蘭

谷　
　

順
子

谷
川　

花
影

谷
田　

青
崖

玉
田　

桃
苑

田
宮　

佑
至

千
葉　

弘
子

土
本　

珠
星

土
森
真
寿
美

都
筑　

聖
園

角
田
登
美
子

坪
井　

揖
溪

坪
山　

香
泉

鶴
見　

常
風

寺
澤　

茂
子

寺
島　

明
子

寺
嶋　

祥
香

寺
田　

雅
彦

土
井　

秀
栖

遠
山　

翔
雅

遠
山　

正
幸

遠
山　

柳
恵

栂
野　

春
美

徳
倉　

江
舟

冨
田　

梢
峰

冨
田　

朝
煙

冨
永　

飛
燕

豊
田　

霞
汀

鳥
居　

柳
清

永
井　

静
景

永
井　

玲
苑

長
江　

毬
華

長
尾　

珠
泉

中
川　

翠
山

中
川　

美
翠

中
川　

玲
波

長
澤　

美
峰

中
島　

千
里

長
瀬　

輝
雪

永
田　

彩
乃

永
田　

正
毅

中
西　

伸
江

長
野　

榮
信

長
野　

輝
泉

中
野　
　

滋

中
野　

聲
石

中
野　

和
陽

中日新聞 2023.12.8 ㈮　恵那通信局記事より

〈
北
勢
支
部
〉

　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日
㈫
午

後
、
中
日
新
聞
四
日
市
支
局
へ
支
部
長

荒
木
友
梅
と
副
支
部
長
中
条
彰
山
が
伺

い
、
令
和
五
年
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
愛
の
募

金
と
し
て
十
万
円
を
小
池
豊
徳
支
局
長

に
寄
託
し
ま
し
た
。

〈
濃
飛
支
部
〉

　

中
部
日
本
書
道
会
濃
飛

支
部
十
万
円
。
会
員
か
ら

集
ま
っ
た
義
援
金
を
支
部

長
の
堀
梅
肇
＝
写
真
㊨
＝

と
同
支
部
次
長
の
中
垣
幸

聲
さ
ん
＝
同
㊧
＝
が
届
け

た
。
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中
橋
美
恵
子

長
畑　

清
楓

中
村　

紅
苑

中
村　

彩
香

中
村
智
惠
子

夏
目　

京
山

夏
目　

美
沙

鳴
川　

翠
月

新
津　

美
泉

西
川　

樹
顛

西
川　

允
子

西
川　

晴
江

西
川　

佳
江

西
山　

孝
子

西
山　

美
翔

西
脇　

和
子

蜷
川　

紫
石

丹
羽　

㐂
代

丹
羽　

紅
翠

丹
羽　

白
桜

丹
羽　

博
美

丹
羽　

碧
洋

野
崎　

華
泉

野
尻　

紀
子

野
田　

江
泉

野
田　

翠
香

野
田
千
津
子

野
々
垣
煌
玉

野
々
川
翠
扇

野
村　

貞
美

野
村　

繁
子

野
村　

樹
恵

野
呂　

竹
泰

橋
本　

佳
静

長
谷
川
春
汀

長
谷
川
瑞
鳳

長
谷
川
鳳
声

服
部　

和
子

服
部　

紫
翠

服
部　

修
江

服
部　

稲
華

馬
場　

景
子

馬
場　

紅
雲

浜
野　

春
瑛

早
川　

林
花

林　
　

華
香

林　
　

溪
舟

林　
　

皓
月

林　
　

尚
志

林　
　

翠
竹

林　
　

節
香

林　
　

泰
伯

林　
　

柏
亭

林　
　

律
翠

林
田
か
ほ
る

原　
　

香
風

原　
　

彩
霞

原
田　

峰
葉

坂　
　

霞
汀

半
田　

幸
瑩

坂
野　

紅
楓

坂
野　

幸
子

半
谷　

恵
風

日
置　

康
苑

日
高　

真
弓

等　
　

綾
雪

日
比
野
華
宝

平
井　

祐
里

平
川　

彩
舟

平
澤　

雲
香

平
野　

遊
古

平
林
津
賀
子

平
松　

明
子

平
松　

和
子

平
松
千
代
子

廣
瀬　

芳
雲

廣
野　

陽
風

深
谷　

朝
美

深
谷
紀
代
子

福
應　

一
蒼

福
島　

翠
苑

福
原　

秋
冷

福
森　

逢
年

福
山　

惠
山

藤
井　

秀
堂

藤
木　

秀
華

藤
村　

瓊
香

藤
本　

佳
扇

藤
原
加
代
子

藤
原
さ
と
子

藤
原　

紫
光

舟
橋　

風
苑

舩
橋　

幽
泉

古
橋　

紀
風

古
橋　

勝
櫻

星
野　

仙
燁

星
野　

律
花

細
川　

柳
舫

穂
積　

清
華

洞　
　

英
翠

堀　
　

清
渓

堀　
　

美
洲

本
田　

吉
華

本
多　

蘭
香

前
野　

秋
豊

牧
野　

秋
陽

牧
野　

瑞
風

増
井　
　

希

町
田　

清
芳

松
井　

雲
海

松
居　

光
子

松
浦　

華
雪

松
浦　

華
峰

松
枝　

翠
苑

松
岡　

瓊
玉

松
岡　

蘭
毫

松
﨑
理
恵
子

松
田　

玉
芳

松
田　

香
雨

松
田　

典
子

松
田
眞
理
子

松
永　

紫
豊

松
永　

翠
岳

松
野　

悦
子

松
原　

楽
朋

松
原　

信
子

松
本　

春
楊

真
野　

桃
華

丸
山　

仁
美

三
浦　

巌
芳

御
崎　

勲
城

三
沢　

桃
紅

水
越　

鈴
雪

水
谷
サ
ト
子

水
谷　

静
香

水
谷　

鳳
月

水
谷　

峯
文

水
野　

紅
翠

水
野　

百
花

溝
口　

春
華

源
口　

貴
子

南
谷　

流
泉

宮
尾　

清
峰

宮
口　

弘
子

宮
崎　

芳
川

宮
澤　

煌
泉

宮
地
八
千
代

宮
部
政
代
美

三
輪　

彩
光

村
上　

泉
酔

村
上　

澄
暎

村
上　

庸
子

村
瀬　

貴
水

村
瀬　

紫
苑

村
田　

惠
紅

村
田　

麗
水

村
知　

清
蘭

村
山　

菖
苑

森　
　

曉
雲

森　
　

富
華

森　
　

芳
彩

森
岡　

英
子

森
川　

峻
翠

森
下　

千
翠

森
下　

美
影

安
井　

柏
陽

安
田　

春
麗

安
田　

由
琳

八
谷　

白
仙

梁
川　

美
舟

柳
澤　

孝
子

矢
野　

棠
里

山
内　

昻
波

山
内　

清
華

山
内　

萌
歌

山
川　

桂
花

山
川　

節
子

山
口　

晶
子

山
口　

含
烟

山
口　

光
華

山
口　

紅
鶴

山
崎　

春
枝

山
田　

和
子

山
田　

光
芳

山
田　

西
寧

山
田　

真
如

山
田　

清
翠

山
田　

隆
久

山
田　

弘
子

山
田　

美
穂

山
田　

陽
水

山
中　

信
子

山
之
内
春
洋

山
村　

千
秋

山
本　

双
剣

山
本　

瑶
華

余
語　

春
美

横
井　

霞
光

横
井　

佳
汀

横
江　

昌
峰

横
田　

杏
歌

吉
川　

珠
翠

吉
川　

桃
香

吉
川　

抱
雲

吉
田　

鏡
華

吉
田
千
津
枝

吉
田　

蘭
生

吉
成　

香
映

吉
村
佳
代
子

吉
村
真
由
美

米
津　

美
華

若
松　

翠
泉

鷲
野　

春
翠

鷲
野　

嘉
子

和
田
ひ
ま
わ
り

渡
邉　

香
扇

渡
邉　

照
花

渡
辺　

祥
令

渡
會　

祥
雲

中日新聞 2023.12.6 ㈬

〈
中
南
勢
支
部
〉

　

中
部
日
本
書
道
会
中
南
勢
支
部
は
、
十
二
月
八
日
㈮

に
中
日
新
聞
三
重
総
局
を
訪
問
し
、
年
末
助
け
合
い
運

動
に
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
十
万
円
を
、
三
重
総
局

長
、
萩
文
明
氏
に
寄
託
し
ま
し
た
。

（
一
月
五
日
㈮
本
部
確
認
分
）

〈
岐
阜
支
部
〉
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本
会
で
は
、
書
の
勉
強
を
希
望
す
る
人
々

の
た
め
に
、
ま
た
書
道
の
優
れ
た
指
導
者

を
、
広
く
一
般
の
人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
書
道
教
室
等
の
推
薦
制
度
を
実

施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
書
道
教
室
を
経
営
す
る
会

員
の
先
生
方
を
側
面
よ
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
も
の
で
、
教
室
ま
た
は
指
導
者
に
対
し
て

推
薦
証
と
推
薦
看
板
を
ひ
と
組
と
し
て
、
希

望
さ
れ
る
会
員
に
有
料
で
交
付
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。（
左
記
参
照
）

　

交
付
に
あ
た
っ
て
は
、こ
の
制
度
の
内
容
か

ら
、誰
に
で
も
無
条
件
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い

り
ま
せ
ん
。

　

資
格
者
は
本
会
の
正
会
員
で
す
。

　

た
だ
し
、
準
会
員
の
方
は
、
中
日
展
に
出
品

さ
れ
て
い
る
方
及
び
本
会
が
主
催
す
る
書
道

教
育
研
修
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

書
道
教
室
推
薦
看
板
申
請
制
度
の
ご
案
内

記　
　
　

◦
書
道
教
室
推
薦
証
等
交
付
申
請
書　

一
通

（
申
請
書
は
本
部
へ
ご
請
求
下
さ
い
）

◦
推
薦
証
（
別
記
）

◦
推
薦
看
板
（
写
真
）

◦
ア
ク
リ
ル
製
、
巾
15
㎝
×
長
さ
60
㎝
、

　

指
導
者
名
を
記
入
い
た
し
ま
す
。

◦
申
込
資
格

　

�

本
会
正
会
員
及
び

　

選
考
会
で
認
め
ら
れ
た
準
会
員

◦
推
薦
手
数
料　

二
五
、
〇
〇
〇
円

（
承
認
後
ご
連

絡
い
た
し
ま
す

の
で
振
替
用
紙

に
て
お
振
込
み

下
さ
い
。）

�

担
当　

教
育
部

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人��

第第
●
●
●
号号

中
部
日
本
書
道
会
推
薦
教
室

中
部
日
本
書
道
会
推
薦
教
室

指

導

者

指

導

者��

●
　
●
　
●
　
●※

ご
質
問
等
は
本
部
事
務
局
迄
連
絡
下
さ
い
。

中部日本書道会書道教室
推薦証等交付申請書

令和　　年　　月　　日

公益社団法人  中部日本書道会理事長  殿
　　　　住所申請者　　　　氏名｠ 印

（姓名）

（電話番号　　　　－　　　－　　　　　）

下記の通り書道教室等の推薦を受けたいの
で、手数料を添えて申請します。

（注）指導者の書歴は裏面のとおりです

　　受付年月日　　令和　　年　　月　　日
　　交付年月日　　令和　　年　　月　　日

交 付 番 号

教　室　名

〒　　
教 室 住 所

ふ り が な

中日書道展
資　　　格

指導者名
（申請者名）

備　　　考

第74回 中日書きぞめ展
会　期　　令和 6年 3月 ９日（土）～ 3月10日（日）
会　場　　ナディアパーク 2階　アトリウム　名古屋市中区栄三丁目18-1

授賞式　　令和 6年 3月10日（日）　午後 2時　ナディアパーク  3 階　デザインホール

　
　
　

あ
と
が
き

・���

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

令
和
六
年
、
中
日
会
報
新
年
号
を
お
届
け

致
し
ま
す
。

・�

本
号
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
徐
々
に
治

ま
り
つ
つ
あ
る
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
各
事

業
の
詳
細
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

�

本
会
は
今
年
、
創
立
九
十
周
年
を
迎
え
る

事
と
な
り
、
記
念
の
中
日
書
道
展
や
『
書

に
臨
む　

―
私
は
こ
う
観
る
―
』
と
題
し

た
特
別
展
観
を
を
は
じ
め
、
他
に
も
記
念

事
業
と
し
て
の
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
開
催
実
施
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

中
日
書
道
会
上
げ
て
の
九
十
周
年
事
業
と

な
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
し
、
成
功
裡
に
導

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

・�

元
旦
に
発
生
致
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震

の
被
災
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。�

（
編
集
部
）

会費未納の方にお願い
年度末も間近となってまいりました。
令和五年度会費未納の方は、至急お納め下さい。

（正会員で中日書道展不出品の方及び準会員の方で未納の方）
本部会員は、郵便振替 ００８９０-６-１４４２０。
支部会員は、各支部会計担当者にご連絡下さい。

 
住所変更、改姓、改号、社中変更等
変更事項は本部までご一報下さい。

０５２（５８３）１９００

訃　
　
　
　

報

　

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
厚
生
部
）

◦
10
月
16
日　

　

準
会
員　

馬
場
桃
連
氏�

享
年
50

◦
10
月
31
日

　

監　

事　

村
上
史
麗
氏

　
　

お
母
堂　

碓
氷
充
子
様�

享
年
92

◦
11
月
2
日

　

正
会
員　

安
井
柏
陽
氏�

享
年
75

◦
11
月
4
日

　

評
議
員　

髙
松
彩
月
氏

　
　

お
母
堂　

森　

恒
代
様�

享
年
76

◦
11
月
10
日

　

評
議
員　

神
谷
采
邑
氏

　
　

ご
主
人　

神
谷
芳
昭
様�

享
年
81

◦
11
月
27
日

　

正
会
員　

酒
田
叡
翠
様�

享
年
90

◦
12
月
3
日

　

名
誉
会
長　

神
田
真
秋
氏

　
　

ご
令
室　

神
田
美
保
子
様�

享
年
72

◦
12
月
8
日

　

顧　

問　

村
田
華
穂
氏�

享
年
91

◦
12
月
25
日

　

参　

与　

高
須
大
河
氏�

享
年
98

　

評
議
員　

五
井
花
径
氏

　
　

お
母
堂　

五
井
紀
久
子
様�

享
年
83ホームページアドレス

http://www.cn-sho.or.jp
メールアドレス
info@cn-sho.or.jp

社
中
展
・
個
展
の
ご
案
内
掲
載
に
つ
い
て

◦
第
七
十
回
公
募　

ふ
ぢ
な
三
展

会
期　

六
年
三
月
五
日（
火
）

 

～
十
日（
日
）

会
場　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

八
階

主
催　

ふ
ぢ
な
三
会

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案
内
を
会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
報
掲
載

に
は
、
展
覧
会
案
内
原
稿
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
は
展
覧
会
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
展
覧
会

原
稿
及
び
ハ
ガ
キ
は
、
必
ず
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
次
号
掲
載
は
、
五
月
下
旬
～
八
月
中
旬
開

催
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
三
月
二
十
日
ま
で
に
本
部
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

編
集
部

◦
第
四
十
四
回
墨
友
会
書
作
展

会
期　

六
年
三
月
二
十
九
日（
金
）～
三
十
一
日（
日
）

会
場　

四
日
市
市
立
博
物
館 

四
階
特
別
展
示
室

作
品
は
『
平
和
』
を
テ
ー
マ
に
創
作
を
試
み
ま
し
た
。

主
催　

墨
友
会 

代
表 

加
藤
子
華


